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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向及びこれに直交する横方向を有し、前記横方向へ延びるシート状の連結部と、前
記縦方向へ延び、第１端部と第２端部とを有し、互いに前記横方向に並行して延びていて
、尿を前記第１端部から前記第２端部へ流れるように誘導する複数条の帯片からなる短冊
状の尿誘導部とを含み、前記尿誘導部における前記帯片は、前記第１端部どうしが前記連
結部に連結されている尿誘導シート。
【請求項２】
　前記帯片が該帯片の幅方向よりも前記第１端部から前記第２端部へ向かう長さ方向ヘ前
記尿を容易に拡散できるものである請求項１記載のシート。
【請求項３】
　前記帯片が繊維の集合体であって、その繊維が前記縦方向ヘ配向している請求項１また
は２記載のシート。
【請求項４】
　前記帯片が疎水性の繊維で形成されている請求項１～３のいずれかに記載のシート。
【請求項５】
　前記帯片が前記疎水性の繊維と親水性の繊維とを含む請求項１～４のいずれかに記載の
シート。
【請求項６】
　前記連結部の片面に接着剤および粘着剤のいずれかが塗布されている請求項１～５にい
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ずれかに記載のシート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、使い捨ておむつや吸尿パッド等の体液吸収性着用物品と併用し、尿が排泄
された直後に、尿の流れを着用物品の下方へ向かって誘導することができるシートに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、使い捨ておむつの吸収体に尿の流れをおむつの上方から下方へ向かって誘導する
ことができる圧搾溝を形成することは、例えば特許文献１によって公知である。かかる溝
は、尿等の体液がおむつの側方へ流れて漏れるという問題を解消する。
【０００３】
【特許文献１】
　実開平６－４８６３８号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　このような圧搾溝は、使い捨ておむつに予め形成されているものであって、当然のこと
ながら、圧搾溝がないおむつを購入した場合には、圧搾溝による効果を利用することがで
きない。
【０００５】
　この発明が課題とするのは、圧搾溝によらなくても体液吸収性着用物品における尿の流
れを誘導できる簡易な手段の提供である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するためのこの発明は、物に係る発明と、その物の使用方法に係る発明
とからなる。
【０００７】
　前記物に係る発明において、この発明が特徴とするところは、縦方向及びこれに直交す
る横方向を有し、前記横方向へ延びるシート状の連結部と、前記縦方向へ延び、第１端部
と第２端部とを有し、互いに前記横方向に並行して延びていて、尿を前記第１端部から前
記第２端部へ流れるように誘導する複数条の帯片からなる短冊状の尿誘導部とを含み、前
記尿誘導部における前記帯片は、前記第１端部どうしが前記連結部に連結されている尿誘
導シートである。
【０００８】
　かかる発明には、次のような好ましい実施態様がある。
（１）前記帯片が該帯片の幅方向よりも前記第１端部から前記第２端部へ向かう長さ方向
ヘ前記尿を容易に拡散できるものである。
（２）前記帯片が繊維の集合体であって、その繊維が前記縦方向ヘ配向している。
（３）前記帯片が疎水性の繊維で形成されている。
（４）前記帯片が前記疎水性の繊維と親水性の繊維とを含む。
（５）前記連結部の片面に接着剤および粘着剤のいずれかが塗布されている。
【０００９】
【００１０】
【発明の実施の形態】
　添付の図面を参照し、この発明に係る尿誘導シートとその使用方法との詳細を説明する
と、以下のとおりである。
【００１１】
　図１に斜視図で示された尿誘導シート１は、図において斜めに縦方向へ互いに並行して
延びる複数条の帯片２からなる尿誘導部３と、各帯片２の上端部（第１端部）４どうしを
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つないで横方向へ延びる連結部６とを有する。
【００１２】
　好ましい帯片２は、３～３０ｍｍの幅と、５０～４００ｍｍの長さとを有し、不織布、
織布、フィルム、紙等のシート材料によって形成される。このシート材料が不織布または
織布である場合には、それらを形成する繊維に疎水性のもの、親水性のもの、疎水性のも
のと親水性のものとの混合物を使用することができる。繊維はまた、帯片２の長さ方向へ
配向していることが好ましい。
【００１３】
　連結部６は、帯片２と同様に不織布や織布、フィルム、紙等のシート材料によって形成
され、帯片２の上端部（第１端部）４が接着、溶着、縫合等の手段によって固定されてい
る。図示例の連結部６は、内面シート１１と、その裏側に位置する外面シート１２とを有
し、内面シート１１には粘着剤１３が塗布されている。図において、連結部６の内外面シ
ート１１，１２に固定されている複数条の帯片２は、幅方向において互いに隣り合い、厚
さ方向において２～３枚が重なり合っている。
【００１４】
　図２は、着用状態にある尿誘導シート１を示す。尿誘導シート１は、内面シート１１が
それに塗布された粘着剤１３を介して着用者１０の腹部の肌に張り付けられている。帯片
２は、着用者１０の腹部から下方へ延びて股部で幅が狭くなるように集合して尿道口（図
示せず）を覆っている。尿誘導シート１の外側には、体液吸収性の芯材１６と、それを挟
む透液性内面シート１７と不透液性外面シート１８とからなる慣用の吸尿パッド１９が当
てがわれている。かかる吸尿パッド１９の外側には、このパッド１９を着用者１０の股部
に密着させておくための、仮想線で示すブリーフ２１が着用されている。このように尿誘
導シート１が使用されると、排泄された尿が、尿道口の前方に位置する帯片２に当ってこ
の帯片２を濡らし、その尿がシート１に導かれて帯片２の下端部（第２端部）５へ向かっ
て、換言すると吸尿パッド１９の股下域へ向かって流れ、吸尿パッド１９の幅方向へ流れ
ることがない。それゆえ、尿誘導シート１を使用すると、吸尿パッド１９における尿の横
漏れを防ぐことができる。
【００１５】
　図３は、尿誘導シート１の使用例を示す吸尿パッド１９の部分破断斜視図である。吸尿
パッド１９は、図２のそれと同様に透液性内面シート１７と、不透液性の外面シート１８
と、これら両シート１７，１８間に介在する体液吸収性の芯材１６とを有し、内面シート
１７の上面１７ａには、尿誘導シート１の連結部６が接着、粘着、溶着等の接合手段によ
って取り付けられている。尿誘導シート１は、連結部６が吸尿パッド１９における両端部
２６の一方の近傍に位置し、帯片２が両端部２６間に長く延びている。かような吸尿パッ
ド１９を使用すれば、尿誘導シート１を図２の如く着用者の肌に貼り付ける必要がない。
図の吸尿パッド１９は、パッド着用者が慣用の吸尿パッドと図１の尿誘導シート１とを入
手すれば、自分で作ることができる。図示例の尿誘導シート１は、帯片２と連結部６とが
同じシート材料で作られており、複数条の帯片２が幅方向へ並んでいる。
【００１６】
　この発明において、吸尿パッド１９を対象にして説明した尿誘導シート１は、使い捨て
おむつとともに使用することができる。誘導シート１において、帯片２は、その幅方向よ
りも長さ方向ヘ尿を速やかに拡散できるものであることが好ましい。そのような帯片２は
、帯片２を形成する繊維を帯片２の長さ方向へ配向させることによって得ることができる
。繊維は、それが疎水性のものであって帯片２の長さ方向ヘ配向していると、帯片２の尿
の流れを帯片２の下端部（第２端部）５へ向かって導くことが容易になる。かような帯片
２は、それが延びる方向を様々に変えることができるから、尿の流れを導くために体液吸
収性の芯材に形成される圧搾溝と異なり、尿の流れを導く方向が比較的自由に変えられる
。
【００１７】
【発明の効果】
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　この発明に係る尿誘導シートは、それを肌に張り付けたり、吸尿パッドや使い捨ておむ
つの内面に貼りつけたりすることで、尿の流れを尿誘導シートの帯片が延びる方向ヘ導く
ことができるから、この誘導シートを使用すると使い捨ておむつ等における尿の横漏れを
簡単に防ぐことができ、体液吸収性の芯材に圧搾溝を形成する必要がなくなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　尿誘導シートの斜視図。
【図２】　尿誘導シートの使用状態を示す図。
【図３】　尿誘導シートの使用状態を示す図２とは異なる図。
【符号の説明】
　１　　　尿誘導シート
　２　　　帯片
　３　　　尿誘導部
　４　　　上端部（第１端部）
　５　　　下端部（第２端部）
　６　　　連結部

【図１】 【図２】
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